




























ないのに対し、 CDWの巾は急速に増大し、超伝導が優勢となる。また、 t''" -0.5付近で
は、隣接サイト間の singletペアも CDWより優勢(遅い減衰)となる。
[1} M. Tezuka， R. Arita and H. Aoki， Physica B 359-361， 708 (2005). 













私たちはあらゆる t'jtに対して、バンド幅 (Ujt)を変えたときに、一次の Mott転移が起こ
ることを示している。ずjt= 0.4のとき、転移点近傍の金属相では、 AF揺らぎによる高いd波の
超伝導相関が得られる。しかし、 t'jt = 0.8のとき、強いフラストレーションによりこの超伝導相
関は大きく抑制される。
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